
小矢部川流域下水道事業の概要 
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■全体計画 

 ・着手年度   昭和５６年度 

 ・関係市 高岡市 射水市 砺波市 小矢部市 南砺市  

 ・計画処理区域面積 １０，７５５ha  

 ・計画処理人口 ２５８，９００人 

 ・計画下水量  １８９，４００m3/日 

 ・幹線管きょ延長 １４９ｋｍ 

 ・水処理施設 ８系列 

 ・事業費 １１０，０００百万円 

幹線管きょ位置図 

汚泥処理施設 

凡  例 

水処理施設 

処理場平面図 
二上浄化センター 
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小矢部川流域下水道  事業の必要性 

流域下水道は、 

2以上の市町村の下水を集めて処
理するものであり、下水道の設置･
管理は、都道府県が行うもの。 
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全国 （汚水処理人口普及率） 

富山県（汚水処理人口普及率） 

砺波市（汚水処理人口普及率） 

小矢部市（汚水処理人口普及率） 

小矢部川流域下水道 社会経済情勢の変化 
指  標  名 単位 事業着手時 今回評価時 備考 

  汚水処理人口普及率（富山県） ％ 22.7 （S62） 94.4（H23） 増 加 

 汚水処理人口普及率（全 国） ％ 62.0 （H  8） 87.6（H23） 増 加 

 汚水処理人口普及率（砺波市） ％ 70.0 （H16） 84.6（H23） 増 加 

  汚水処理人口普及率（小矢部市） ％ 43.0（H10） 75.5（H23） 増 加 
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小矢部川流域下水道 進捗状況 
 水処理施設 

汚泥処理施設 

H24まで 

H25 

H26以降 

凡  例 

４号汚泥溶融炉 

Ｈ２４～Ｈ２８ 

処理場平面図 
幹線管きょⅡ期幹線 

・高岡砺波幹線 

・小矢部砺波幹線 

・高岡庄川幹線 
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①Ｈ２３ 計画見直し 

 計画処理人口の減 

 計画処理水量の減 

      ↓ 

水処理施設の系列数を 

１２系列→８系列へ縮小 

整備済 

未整備 

    凡 例 

計画縮小 

水処理施設 

４系列縮小 

汚泥処理施設 

コスト縮減や代替案立案等の可能性 

整備中 

⑧⑦⑥⑤ ④③②① 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 

②汚泥溶融施設の 

 長寿命化対策を実施 

      ↓ 

ライフサイクルコストの縮減 

②汚泥溶融施設 

 長寿命化対策 

③小水力発電の導入（北陸初） 

      ↓ 

処理場内の使用電力量の縮減 

③小水力発電施設の導入 

①水処理施設  

１２系列→８系列へ縮小 



○処理場    

関係５市からの流入水量の増加に合わ
せて水処理施設、汚泥処理施設を整備 

小矢部川流域下水道  今後の事業の見通し 

整備済 

未整備 

凡 例 

整備中 

○幹線管きょ    

 未普及地域を解消するため、高岡砺波幹線 

 小矢部砺波幹線、高岡庄川幹線を整備 

現計画で事業継続 

高
岡
庄
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延 長：約5.1㎞ 

  

延 長：約5.7㎞ 

   

 
延 長：約10.2㎞ 

   

 

凡 例 

整備済 

未整備 

整備中 

残り３系列を整備 

残り３幹線を整備 

処 理 場 平 面 図 

幹線管きょ位置図 

汚泥溶融炉を整備 
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